
『『都都』』づづくくりり戦戦略略推推進進にに資資すするる条条例例のの概概要要
（（令令和和５５年年３３月月制制定定予予定定））

○○新新ししいい時時代代のの地地域域資資本本主主義義にに基基づづきき活活力力ああるる持持
続続可可能能なな経経済済とと社社会会のの実実現現をを図図るる条条例例

○○土土地地のの適適正正なな管管理理、、合合理理的的なな利利用用及及びびよよりり効効果果
的的なな利利用用にによよりり地地域域経経済済のの発発展展及及びび生生活活のの向向上上をを
図図るる条条例例

○○奈奈良良県県高高齢齢者者がが社社会会参参加加しし、、いいききいいききとと活活動動すす
るるここととをを促促進進ししてて活活力力ああるる長長寿寿社社会会のの実実現現をを図図るる
条条例例

○○奈奈良良県県障障害害ののああるる人人及及びびそそのの家家族族等等にに生生涯涯ににわわ
たたりりつつななががりり続続けけるる障障害害福福祉祉のの推推進進にに関関すするる条条例例

○○誰誰ももがが、、いいつつででもも、、どどここででももススポポーーツツにに親親ししめめ
るる地地域域づづくくりりのの推推進進にに関関すするる条条例例

○○地地域域ににおおいいてて良良いい人人材材をを集集めめ育育成成すするるここととをを目目
指指ししたた良良いい職職場場づづくくりりのの推推進進にに関関すするる条条例例

○○地地域域デデジジタタルル社社会会のの構構築築にによよりり県県民民のの幸幸福福なな生生
活活のの実実現現とと地地域域のの持持続続的的なな発発展展をを図図るる条条例例
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新新ししいい時時代代のの地地域域資資本本主主義義にに基基づづきき
活活力力ああるる持持続続可可能能なな経経済済とと社社会会のの実実現現をを図図るる条条例例

土土地地のの適適正正なな管管理理、、合合理理的的なな利利用用及及びびよよりり効効果果的的なな利利用用にによよりり
地地域域経経済済のの発発展展及及びび生生活活のの向向上上をを図図るる条条例例

「商って良し」「働いて良し」「世間に良し」の社会の実現を目指します。

事事業業者者

商商っってて良良しし
事事業業活活動動がが持持続続的的にに発発展展

働働くく人人

地地 域域

心心身身のの充充実実とと経経済済的的・・社社会会的的なな充充足足

地地域域がが持持続続的的にに発発展展

事業活動の利益が働く人への還元や地域
への貢献につながり、持続的な発展を実現

働働いいてて良良しし

世世間間にに良良しし

三三方方良良しし

「「成成長長一一辺辺倒倒」」のの従従来来型型のの資資本本主主義義かからら脱脱却却しし、、本本県県発発のの「「新新ししいい時時代代のの地地域域資資本本主主義義」」のの下下でで、、
県県民民のの豊豊かかなな暮暮ららししににつつななががるる持持続続可可能能なな経経済済社社会会シシスステテムムをを構構築築

・短期的な利益の追求から長期的な視点への転換…「「未未来来」」をを見見るる
・利己的な視点から公共的な利益への志向…「「他他者者」」をを思思いいややるる

新新ししいい時時代代のの地地域域資資本本主主義義

条例が目指す社会

○社会全体が「未来」を見る、「他者」を思いやる視点に立ち、事業活動により産み出された付加価値の恩恵が、
社会を構成するすべての主体に還元され、地域が持続的に発展

土地の適正な管理、合理的な利用及びより効果的な利用に関する施策を総合的かつ計
画的に推進します。

①① 適適正正なな管管理理

周辺住民の生命、身体、財産への

危害の発生や、周辺地域の生活環

境等への悪影響の発生を防止

②② 合合理理的的なな利利用用

地域の価値の維持・向上、地域経
済の持続的な発展、県民が安心し
て快適に暮らすことができる地域
社会の実現に資するよう、地域の
諸条件に応じて、土地の効用を持
続的に発揮

土地のより高い効用の発揮が見込
まれる場合に、若者の雇用やにぎ
わいの創出等を通じて地域の持続
的な発展を実現するため、土地所
有者や近隣住民等の協力の下、土
地の効用を更に発揮

③③ よよりり効効果果的的なな利利用用

御所ＩＣ周辺産業集積地形成事業

条例記載テーマ：(１) 新しい時代の地域資本主義の推進 （P.11）
(８) 奈良県版働き方改革の実践 （P.18）

条例記載テーマ：(29) 土地の適正な管理、合理的な利用及びより効果的な利用の実現 （P.42）
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奈奈良良県県高高齢齢者者がが社社会会参参加加しし、、いいききいいききとと活活動動すするるここととをを
促促進進ししてて活活力力ああるる長長寿寿社社会会のの実実現現をを図図るる条条例例

奈奈良良県県障障害害ののああるる人人及及びびそそのの家家族族等等にに生生涯涯ににわわたたりり
つつななががりり続続けけるる障障害害福福祉祉のの推推進進にに関関すするる条条例例

高齢者一人ひとりの健康長寿と心豊かで満たされた人生の実現を目指します。

施策展開の柱

すこやか長寿センターにおける
マッチングの充実

地域や世代を越えた交流の場の創造
（県老人クラブ連合会が新たに行う

eスポーツ体験会の実施を支援）

○ 高齢者が気軽に参加できる活動の場・
機会の創造・提供及びマッチング

○ 高齢者の社会参加等とその環境づくりに
協力することの重要性を県民に啓発

○ 高齢者の活動を促進し、環境を整備する
人材及び関係団体等の育成・支援

障害福祉分野における支援のより一層の推進を図ります。

住 民

障害のある人の
家族等

障害があることに
起因する困りごと
を抱えた人

アウト
リーチ

解 決

障障害害福福祉祉にに関関すするる支支援援体体制制のの充充実実

困困 りり ごご とと をを 抱抱 ええ るる 障障 害害 のの ああ るる 人人 及及 びび そそ のの 家家 族族 等等 にに 寄寄 りり 添添 いい 、、 ““ 伴伴 走走 ”” すす るる 意意 識識

○ 既存の福祉制度
の活用

○ 相談による支援

○ 既存の制度で足り
ない部分について、
積極的に国に提案

○ 国の制度を補完す
る地方独自の解決
策を検討

ＡＡ ＥＥＢＢ ＣＣ ＤＤ

相
談
支
援
包
括
化
セ
ク
シ
ョ
ン

相談支援員

行政の職員

・
・
・
・

民生・児童委員

学校の教員

一一次次接接触触者者

情報を
伝達

情報を
収集

地地域域ケケアアカカンンフファァレレンンスス

行政機関の窓口 奈良県自立支援協議会

福祉
サービス
事業所

就労支援
機関

行政機関

社会福祉
協議会

保健
医療機関

企業

当事者
団体 教育機関

奈良県障害者総合支援センター

人材育成
相談支援
連絡調整

圏域マネージャー

伴
走
型
支
援
者

と
の
連
絡
調
整

助言
支援

助言

伴走型
支援者

市町村自立支援協議会

・
・
・
・

相談

など

など
つなぐ

つつななぐぐ相相談談

条例記載テーマ：(52) 高齢者の社会参加といきいきとした活動の促進 （P.73）

条例記載テーマ：(60) 日本一福祉の進んだ地域を目指す「福祉の奈良モデル」の構築 （P.81）
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誰誰ももがが、、いいつつででもも、、どどここででももススポポーーツツにに親親ししめめるる
地地域域づづくくりりのの推推進進にに関関すするる条条例例

地地域域ににおおいいてて良良いい人人材材をを集集めめ育育成成すするるここととをを目目指指ししたた
良良いい職職場場づづくくりりのの推推進進にに関関すするる条条例例

働く人がやりがいを持って、健康でいきいきと働くことができる良い職場づくりを推進します。

地域の持続的な発展と県民生活の向上

地域で良い人材を集め育てる社会基盤と良い職場づくりの推進

地域において良い人材を集め育成することを目指した良い職場づくりの推進に関する条例

◼働き方改革をはじめとする組織人材マネジメントが良くなる

◼オフィス環境の整備など勤務環境が良くなる
県が率先して、良い職場づくりに取り組み、

地域へと展開

「良い人材」が集まり・育てるには、社会基盤と良い職場が重要

地域の社会基盤の持続的提供
福祉分野

文化・芸術分野

デジタル分野

医療分野

子育て分野

良い人材

地域での良い職場づくり

育てる

集まり・育つ

• イノベーティブ
• クリエイティブ
• リーダーシップ

「活き活きと安心して健やかに暮らせる奈良県」を目指します。

誰誰ももがが

橿橿原原公公苑苑陸陸上上競競技技場場ナナイイトトラランン 身身近近なな場場所所ででのの運運動動推推進進事事業業 少少年年少少女女野野球球教教室室 身身近近なな場場所所ででのの運運動動推推進進事事業業

奈奈良良ママララソソンン２２００２２２２ パパララリリンンピピッッククタタレレンントト発発掘掘

いいつつででもも どどここででもも

条例記載テーマ：(63) だれもが、いつでも、どこでもスポーツに親しめる地域づくり （P.84）
(64) 奈良県国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会開催に向けての検討 （P.85）
(65) まほろば健康パークの機能強化 （P.86）

条例記載テーマ： （8）奈良県版働き方改革の実践 （P.18）
(100) 県庁版 「良い人材が集まり、育つ」職場の実現 （P.127）
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地地域域デデジジタタルル社社会会のの構構築築にによよりり県県民民のの幸幸福福なな生生活活のの実実現現とと
地地域域のの持持続続的的なな発発展展をを図図るる条条例例

・ 人口増大・拡大期のような「需要が供給

に合わせる」モデルの限界

・ 利益一辺倒の投資は回収困難、他方、

そのままでは、取り残される人が出てくる

・ 画一的なサービスでは支援できない、

「集中と展開」モデルの限界 等

新しい地域の発展モデル
・ 共助のビジネスモデルときめ細かな
接触を通じた取り残さない支援

・ 多様な価値観・ニーズ、一人一人に
寄り添った包括的でパーソナライズさ
れたサービス

・ 縦割りではなく、様々な関係者がネ
ットワーク型でつながった社会形成 等

つつななががるる
（ネットワーク化・横串化）

デデーータタをを活活かかししたた、、
ききめめ細細かかささ（パーソナライズ）

自自動動でで処処理理ででききるる
（効率的な大量処理、人手かけない）

要要求求水水準準のの高高度度化化
（より効率的に、よりきめ細かに）

デデジジタタルル格格差差人人とと機機械械のの関関係係のの変変化化
（人間が担う領域の変化）

対応

ググロローーババルルなな標標準準化化

条例で目指す「地域デジタル社会」の構築のビジョン
旧来の地域の発展モデル

デジタル化がもたらす変化への的確な対応

デジタルの特性・強みを活かした「できる化」

デジタル化の影響・課題

デジタル化の特性・強み

県
民
の
幸
福
な
生
活
の
実
現
と

地
域
の
持
続
的
な
発
展

条
例
を
制
定
し
、
推
進

活用

条例記載テーマ： （102) 地域デジタル社会の構築による県民の幸福な生活の実現と地域の持続的発展 （P.129）
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